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Ⅰ 事業概要 

１ 多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業について 

本事業は、市町村が実施するスポーツの振興に資する事業を支援することにより、多摩・

島しょ地域の子どもの体力・運動能力の向上や住民の健康の増進及びスポーツ人口の拡大

を図り、ひいては多摩・島しょ地域のまちの活性化及び魅力を高めることを目的に、次の

事業に対し助成金を交付する事業である。 

助成期間は平成 24 年度から平成 26 年度までの間とする。 

＊平成 27 年度については、内容を一部改変のうえ実施予定とする。 

なお、本事業は、東京都市長会の政策提言「多摩のスポーツ振興をめざして（平成 23

年２月）」を受け、平成 24 年度より助成事業として制度化したものである。 

 

助成対 

象事業 

助成対象事業は、次の事業種別のどれかに該当し、助成期間内において新

たに実施する事業のうち、

【事業種別】 

①継続的な子どもの体力・運動能力向上に資する事業 

②子どもの競技力の向上に資する事業 

③スポーツを通じた地域活性化等に資する事業 

助成額 一市町村につき年間 200 万円以内 

 

２ 市町村共同事業助成金審査会 

本助成金の交付にあたっては、市町村共同事業助成金審査会の審査に付したうえで、そ

の可否を決定することとなっており、次のとおり実施した。 

 

（１）実施日時  平成 26 年４月 11 日（金）午後１時 30 分～午後４時 

（２）申請・審査件数 市町村数 28 件、事業数 36 件 

（３）審査結果  適正事業数 36 件、不適正事業数０件 

 

３ 実施市町村数及び実施事業数 

市町村数 28 件、事業数 36 件 

事業区分 新規 

① 継続的な子どもの体力・運動能力向上に資する事業 6 件

②子どもの競技力の向上に資する事業 6 件

  24 件

実施事業合計 36 件

市長会長が必要と認める事業とする。 

③スポーツを通じた地域活性化等に資する事業
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Ⅱ 実施事業一覧 

市町村名 事業名 掲載

頁 

八王子市 トップアスリートの技を学ぼう ５

立川市 地域スポーツクラブジュニア育成補助金 ６

武蔵野市 ファミリースポーツフェア２０１４特別イベント 

「からだを動かすってたのしい！」親子で体操 

７

青梅市 子どもわくわく体力アップ推進事業～走るの大好き青梅の子～ ８

スポーツ講演会 ８

府中市 「ふちゅうロープチャレンジ∞」 ９

昭島市 市民綱引き大会 １０

昭島市制６０周年記念スポーツ振興イベント １０

町田市 出張！サッカー＆スポーツ栄養学 １１

スポーツイベント １１

小金井市 チャレンジデー事業 １２

小平市 FC東京選手によるトークショーとサッカー教室 １３

日野市 ひのっ子体力アッププラン（走力向上） １４

東村山市 「スポーツの力で 町に笑顔を！」プロジェクト １５

国分寺市 史跡駅伝事業 １６

国立市 国立みんなのスポーツプラン １７

スポーツ夢プラン １７

福生市 ジュニアスポーツ体験・育成事業 １８

東大和市 東大和市ボウリング大会（教室） １９

清瀬市 小・中学生の競技力向上事業 ２０

東久留米市 子どもの体力運動能力向上事業 ２１

武蔵村山市 武蔵村山市少年・古希軟式野球チーム親善試合事業 ２２

羽村市 小・中学生サッカー技術力向上事業 ２３

あきる野市 著名講師による卓球教室とトークショー ２４

著名講師によるソフトテニス教室とパネルディスカッション ２４

西東京市 子どもの競技力向上短期集中講座 ２５

日の出町 多摩・島しょスポーツ振興事業 元プロ野球選手による講演会 ２６

檜原村 檜原村スポーツ教室 ２７

利島村 ジュニアサッカー育成事業 ２８

新島村 子どもの競技力向上スポーツ教室事業 ２９

神津島村 島しょサッカー大会地域活性化事業 ３０
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御蔵島村 御蔵島村民スポーツ教室 ３１

青ヶ島村 青ヶ島サッカークリニック ３２

体と心ほぐし教室 ３２

レイメイキング・フラダンス教室 ３３

丸山 秋のウォーキング大会 ３３
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多摩・

 

Ⅲ 実

八王

トップ

事業

実施

事業

 

 

島しょスポ

実施事業内

王子市 

プアスリート

業種別 

施期間 

業概要 

ポーツ振興

内容 

トの技を学ぼ

スポーツを

平成 26 年

スポーツ

集客力の高

を開始した

宣伝を併せ

 

【内容】 

多治見麻

ル）を講師

１部 小

２部 中

 

【実施場所

八王子市

 

【参加人数

102 名

 

 

 

 

 

 

 

事業助成事

ぼう 

を通じた地域

年 11 月 9 日

ツを通じた地

高いスポーツ

た総合体育館

せて行った。

麻子氏、櫻井

師として招き

小学校４年～

中学生～大学

所】 

市総合体育館

数】 

（実施指導

事業 
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域活性化等に

日 

地域活性化を

ツイベントを

館（エスフォ

 

井由香氏（バ

き、実技指導

～６年男女

学生の女子

館（エスフォ

参加者）43

に資する事業

を図るため、

を開催した。

ォルタアリー

バレーボール

導、質疑応答

（バレーボー

（バレーボー

ォルタアリー

30 名（観覧

業 

、プロスポ

。また、26

ーナ）で事業

ル）佐々木

答、記念撮影

ール、フッ

ール、フッ

ーナ） 

覧者）430

ポーツ選手を

6 年 10 月

業を実施し、

博和氏（フ

影などを行

トサル） 

トサル） 

0 名 計 53

を招き、

月に供用

周知・

フットサ

った。

32 名 

 



2

3

4

5

6

7

8

9
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1

12

多摩・

 

立川

地域ス

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交付団体

1 立川市富士見町

2 立川市柴崎町体

3 立川市錦町体育

4 立川市曙町体育

5 立川市高松町体

6 立川市羽衣町体

7 立川市砂川体育

8 立川市栄町体育

9 立川市若葉町体

0 立川市西砂川地

1 立川市幸町体育

2 立川市柏町体育

島しょスポ

川市 

スポーツク

種別 子ども

期間 平成

概要 市内

事業を

し、子

 

【内容

平成

体名 金

町体育会 5

体育会 5

育会 5

育会 5

体育会 5

体育会 5

育会 5

育会 5

体育会 5

地区体育会 5

育会 5

育会 5

60

ポーツ振興

ラブジュニ

もの競技力の

26 年 5 月

内12地区の

を行ったク

子どもの競技

容】 

成26年度地

金額 事

50,000 小学生サッ

50,000 柴崎町陸上

50,000 小中学生ミニ

50,000 陸上競技教

50,000
小学生ミニバ
教室

50,000 陸上競技教

50,000 陸上競技教

50,000 小学生バド

50,000 小中学生空

50,000 陸上競技教

50,000 市民大会水

50,000 小学生・中

00,000

事業助成事

ニア育成事

の向上に資

月から平成 2

の地域スポー

ラブに対し

技力向上を

地域スポーツ

事業名

カー教室 専

上同好会
陸
上

ニテニス教室 専

教室 専

バスケットボール
専

教室 専

教室 専

ミントン教室 専

空手道教室 専

教室 専

水泳練習会
水

向

中学生陸上教室 専

事業 

- 6 - 

業補助金

する事業 

2７年 2 月

ーツクラブに

し、１団体50

図った。 

ツクラブジュ

 

 

 

 

 

 

専門の指導員による

陸上競技の大会への
上のための講習と記

専門の指導員による

専門の指導員による

専門の指導員により

専門の指導員による

専門の指導員による

専門の指導員による

専門の指導員による

専門の指導員による

水泳競技の大会へ

向上のための講習

専門の指導員による

において、子

0,000 円を

ュニア育成事

事業内容

る競技力向上のため

の参加に向けて、専
記録会を実施

る競技力向上のため

る競技力向上のため

り、競技力向上のた

る競技力向上のため

る競技力向上のため

る競技力向上のため

る競技力向上のため

る競技力向上のため

の参加に向けて、

を実施

る競技力向上のため

子どもの競技

を限度とする

事業補助金実

容

めの講習を実施

専門の指導員による

めの講習を実施

めの講習を実施

ための理論と実践講

めの講習を実施

めの講習を実施

めの講習を実施

めの講習を実施

めの講習を実施

専門の指導員によ

めの講習を実施

技力向上に

る補助事業

実績 

実施

10/18

る競技力向
9/5～

11/29

1

講習を実施 9/13～

11

1

5/10～

9/1～

11

よる技術
6/21

9

資する

を実施

施期間 延べ参加

～12/25

～11/27

9～12/6

1/3

～10/26

1/16

1/2

～12/31

～11/30

1/23

～8/31

/27

加人数

129

520

37

24

320

9

9

570

216

11

648

31

2,524
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武蔵

ファミ

事業種

実施期

事業概

 

島しょスポ

蔵野市 

リースポーツ

種別 スポ

期間 平成

概要 ス

てい

や レ

て、

 

【内

Ｎ

氏に

し、

 

【実

武

 

【参

1,

ポーツ振興

ツフェア２０

ポーツを通じ

成 26 年４月

スポーツ推進

いるファミリ

レクリエーシ

広く市民を

容】 

ＨＫ「おか

による未就学

親子体操を

実施場所】 

武蔵野総合体

参加人数】 

278 名（フ

 

事業助成事

０１４特別イ

じた地域活性

月 29 日 

進委員協議会

リースポーツ

ションスポー

を対象とした

かあさんとい

学児親子を対

をする参加者

体育館 メイ

ファミリース

事業 
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イベント「か

性化等に資す

会や地元スポ

ツフェア（幼

ーツを楽しめ

たスポーツの

いっしょ」１

対象とした親

者の補助員と

インアリーナ

スポーツフ

らだを動かす

する事業 

ポーツ団体等

幼児から高齢

める自由参

の特別イベン

１０代目体操

親子体操（午

としてスポー

ナ 

ェアとして

すってたのし

等の協力を

齢者までが

加体験型イ

ントを開催し

操のお兄さ

午前・午後

ーツ推進委員

） 

しい！」親子

得て、例年

、ニュース

ベント）に

した。 

んである佐

２回実施）

員が協力した

子で体操

年開催し

スポーツ

に合わせ

佐藤弘道

を実施

た。 



多摩・

 

青梅

子ども

事業種

実施期

事業概

スポー

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

島しょスポ

梅市 

もわくわく

種別 継続

期間 平成

概要 年

あら

小さ

図っ

【内

市

部（

グア

し、

開催

校以

実施

【参

58

児童

 

ーツ講演会 

種別 スポ

期間 平成

概要 オ

た市

講演

 

【内

京

会い

 

【実

 総

 

【参

 16

ポーツ振興

体力アップ

続的な子ども

成 26 年５月

年間を通じて

ゆる運動に

さな「できた

た。 

容】 

市内小学校 8

コニカミノ

アドバイザー

6 年生に走

催。講師人数

以外のスタッ

施した。 

参加人数】 

87 名（小学

童） 

ポーツを通じ

成 27 年 2 月

オリンピック

市民に対し、

演会を開催し

容】 

京谷和幸氏（

・感謝」と

実施場所】 

総合体育館第

参加人数】 

60 名（関係

 

 

事業助成事

プ推進事業

もの体力・運

月から平成 2

て体育の授業

に通じる「走

た」という気

8 校に実業団

ルタ）、ラン

ー等の講師を

走り方の講習

数延べ 22 名

ッフ延べ 32

学校８校６年

じた地域活性

月 23 日 

ク・パラリン

夢と希望を

した。 

（バスケット

と題した講演

第 1 スポーツ

係者含む）

事業 
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～走るの大

運動能力の向

27 年２月

業で「体の動

走り方（また

気持ちを積み

団陸上

ンニン

を派遣

習会を

名、学

2 名で

年生全

性化等に資す

ンピックに出

を与え、また

トボール パ

演会を実施し

ツホール 

大好き青梅

向上に資する

動きを考える

たは廻り方、

み重ね、効果

する事業 

出場した選手

た地域の活性

パラリンピ

した。 

梅の子～ 

る事業 

る」ことに

跳び方）」

果的に基礎

手を招き、

性化につなが

ック選手）

スポットを

の練習を通

運動能力の

子どもを始

がることを期

を招き「～

をあて、

通じて、

の向上を

始めとし

期待し、

～夢・出



多摩・

 

府中

ふちゅ

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

中市 

ゅうロープ

種別 継続

期間 平成

概要 府

こと

図る

【内

各

休み

グの

める

 

 

ポーツ振興

チャレンジ

続的な子ども

成 26 年 4 月

府中市の児童

ができる課

ることを目的

容・実施場

各小学校にお

み時間等に長

の公表、上位

るとともに、

 

事業助成事

ジ∞ 

もの体力・運

月から平成 2

童が個人やグ

課題を設定し

的として事業

場所】 

おいて、児童

長縄８の字連

位グループの

通年で各学

事業 
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運動能力向上

27 年２月

グループで継

し、その成果

業を実施した

童が意欲的に

連続跳びに取

の顕彰を通し

学校における

上に資する事

継続的に楽

果を顕彰する

た。 

に取り組むこ

取り組み、市

して、児童の

る体力向上に

事業 

しく、意欲

ることを通

ことができる

市のホーム

の体力向上

につなげた。

をもって取

して、体力

る長縄跳びと

ページでラ

に対する意

 

取り組む

力向上を

として、

ランキン

意欲を高



多摩・

 

昭島

市民綱

事業種

実施期

事業概

昭島市

事業種

実施期

事業概

島しょスポ

島市 

綱引き大会 

種別 スポ

期間 平成

概要 市

スポ

た。

【内

①

②

③

④

 

【実

 昭

 

【参

93

 

市制６０周

種別 スポ

期間 平成

概要 著

③ク

囲の

 

【内

①

ンゲ

②

によ

ンゲ

③

ー）

【実

 総

【参

 ①

 ②

 ③

 

 

ポーツ振興

ポーツを通じ

成 26 年 11

市民（在勤・

ポーツの振興

 

容】 

①小学生の部

②一般の部（

③スポレクの

④女子の部（

実施場所】 

昭島市総合ス

参加人数】 

3 名（10チ

 

年記念スポ

ポーツを通じ

成 26 年 10

著名なアスリ

ライミング

の市民参加に

容】 

①末綱聡子氏

ゲーム  

②植田辰哉氏

よるバレーボ

ゲーム  

③尾川とも子

ほかによる

実施場所】 

総合スポーツ

参加人数】 

①６１名（中

②４９名（中

③６０名（大

事業助成事

じた地域活性

月 30 日

在学者含む

興、地域の交

部（８人引き

（８人引き）

の部（６人引

（６人引き）

スポーツセン

チーム） 

ポーツ振興

じた地域活性

月 13 日

リートを招い

グ）を実施し

による事業を

氏（元日本代

氏（元日本代

ボール教室、エ

子氏（プロフ

るクライミン

ツセンター第

中学生６校３

中学生２校２

大人１８名・

事業 

- 10 -

性化等に資す

む）の体力及

交流・活性化

き） 

 

引き）  

 

ンター 

イベント

性化等に資す

いたスポーツ

し、スポーツ

を開催した。

代表）ほかに

代表監督）ほ

エキジビジ

リークライ

ング体験教室

第一・二体育

３３名含む）

２６名含む）

子ども４２

する事業 

及び健康増進

化を図るため

する事業 

ツ教室（①バ

ツを通じ地域

 

によるバドミ

か

ョ

マ

室  

館 

観覧者２０

観覧者１０

２名）観覧者

進への高揚

め、市民綱

バドミント

域の活性化

ミントン教

００名 

００名 

者８０名 

を図るとと

引き大会を

ン②バレー

を図るため

室、エキジ

ともに、

を開催し

ーボール

め、広範

ジビジョ



多摩・

 

スポー

事業種

実施期

事業概

 

町田

出張！

事業種

実施期

事業概

島しょスポ

ーツイベン

種別 スポ

期間 平成

概要 普

機会

ポー

 

【内

親

進、

足解

体等

して

った

 

【実

 町

 

【参

 95

 

市 

サッカー＆

別 継続的

間 平成 2

概要 幼稚

たちが

ポーツ

【内容

① 

 保育

ーム・

単な運

② 

べ 2 回

川崎泰

ー）が

中学生

を行っ

【実施

 町田

【参加

①延

 

ポーツ振興

ト 

ポーツを通じ

成 26 年 11

普段、広い場

会がなかった

ツにチャレ

容】 

親子でスポー

親子のコミ

解消を目指し

等の外部への

て本イベント

た。 

実施場所】 

町田シバヒロ

参加人数】 

52 名 

＆スポーツ

的な子どもの

26 年７月か

稚園・保育園

が熱中する試

ツに取り組む

容】 

出前サッカ

育園、幼稚園

・FC町田ゼ

運動や、サッ

出張！スポ

回）スポーツ

泰代氏（フー

が、身体の成

生とその保護

った。 

施場所】 

田市内の各小

加人数】 

延べ 3,624

事業助成事

じた地域活性

月 24 日

場所でできな

たスポーツを

レンジしても

ーツにチャレ

ミュニケーシ

し、また、各

のアピール

トを利用し

ロ 

栄養学 

の体力・運動

から平成 27

園や小学校に

試合まで、サ

む子どもに必

カー（年間の

園、小学校等

ゼルビアサッ

ッカー競技を

ポーツ栄養学

ツ栄養学の専

ードコーディ

長の著しい

護者を対象に

小学校等 

4 名②延べ 4

事業 

- 11 -

性化等に資す

ないスポーツ

をまとめて体

もらった。

レンジしても

ション不

各競技団

の場と

してもら

動能力向上に

7 年１月 

において、ボ

サッカーを題

必要な栄養学

のべ 116コ

等へサッカー

ッカースクー

を基本とする

学（年間の 

専門講師 

ィネータ

い小学生・

に、講義

49 名 

する事業 

ツや、やって

体験できるコ

もらうことに

に資する事

ボールを使用

題材に楽しく

学を基礎か

マ） 

ーの専門コー

ールコーチ）

るスポーツ

てみたいけ

コーナーを

により、ス

業 

用した簡単な

く身体を動か

ら学んだ。

ーチ（町田市

）が、ボール

を教えた。

どチャレン

用意し、親

ポーツへの

な運動から子

かすととも

 

市ホームタウ

ル等を使用し

 

ンジする

親子でス

の興味促

子ども

に、ス

ウンチ

した簡



多摩・

 

小金

チャレ

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

金井市 

レンジデー

種別 スポ

期間 平成

概要 チ

ツを

相手

地域

 

【内

 警

員と

びか

念な

かけ

  

【参

ポーツ振興

事業 

ポーツを通じ

成 26 年５月

チャレンジデ

を実施した人

手の自治体と

域活性化を図

容】 

警察、消防、

して実行委

かけ、当日の

ながら敗れた

け作りの場と

参加人数】 

 

事業助成事

じた地域活性

月 28 日 

デー（既定の

人数を報告し

と優劣を競い

図った。 

学校、企業

委員会を設置

の参加率は、

たが、参加し

となった。

事業 

- 12 -

性化等に資す

の時間帯に市

してもらい、

い合う住民総

業などの市内

置し、チャレ

25.9％とな

していただい

する事業 

市内で１５分

人口をもっ

総参加型のス

内団体の長及

レンジデーの

なった。対

いたことで健

分以上継続

って導き出

スポーツイベ

及び小金井

の周知及び

戦相手の福

健康寿命の

して運動や

した参加率

ベント）を実

市の部長職

参加への協

福岡県大牟田

増進へ向け

やスポー

率で対戦

実施し、

職を構成

協力を呼

田市に残

けたきっ

30,291 名 



多摩・

 

小平

ＦＣ東

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

平市 

東京選手に

種別 スポ

期間 ①平

概要 ①

ー

【内

地

選手

ール

スポ

き、サ

さや

の向

参

かけ

【実

 ①

【参

①

②

 

 

 

ポーツ振興

よるトーク

ーツを通じ

成 26 年 6

サッカー解

チによるサ

容】 

元小平市に

を招き、サ

ドカップブ

ーツの楽し

サッカー教

、スポーツを

上につなが

加者へは F

た。 

施場所】 

小平市民総

加人数】 

1,350 名

125 名（市

 

事業助成事

クショーと

じた地域活性

6 月 15 日

解説トークシ

サッカー教室

に練習場を持

ッカーに関

ブラジル大会

しさを実感し

室を開催し

を行うこと

がる内容とし

C東京が地

総合体育館

（市内在住

市内在住・在

事業 

- 13 -

サッカー教

性化等に資す

②平成 26

ショー及びパ

室を行なっ

持つ、Jリー

するトーク

会のパブリッ

してもらった

した。参加す

の楽しさや

した。 

地元のチーム

第１体育室

・在勤・在学

在学の小学生

 

教室 

する事業 

6 年 10 月 2

パブリックビ

た。 

ーグプロサッ

ショーを実

ックビューイ

た。また、別

る子どもた

や喜びについ

ムであること

室 ②小平市

学の方） 

生および中学

26 日 

ビューイング

ッカーチーム

実施するとと

イングを開催

日程でＦＣ

たちには、プ

いて感じても

とを知っても

市立中央公園

学生） 

グと②

ム「FC東京

ともに、サッ

催し、多くの

東京のコー

プロスポーツ

もらい、意識

もらい、応援

園グラウンド

京」の元

ッカーワ

の市民に

ーチを招

ツの厳し

識と意欲

援を呼び

ド 

FC 東京コ



多摩・

 

日野

ひのっ

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

野市 

っ子体力ア

種別 継続

期間 平成

概要 本

を目

とし

【内

①

ョン

大会

②

会の

よる

施し

③

部講

を育

縄跳

 

【実

各

ポーツ振興

ッププラン

的な子ども

26 年 4 月

事業は３ヵ

標に３ヵ年

た事業を行

容】 

これまでの

フェスティ

出場候補者

アスリート

充実を図る

陸上競技教

た。事業初

小学校にお

師を招き縄

みながら運

び大会に参

施場所】 

小学校 

事業助成事

ン（走力向

もの体力・運

月から平成 2

年計画で実

年をホップ・

行った。 

の取組を成果

バル（10 月

者による選考

等を派遣し

ることを目的

教室や講話、

初年度に購入

おいては、昨

縄跳びの楽し

運動能力の向

参加し、取組

事業 

- 14 -

上） 

運動能力向上

27 年 2 月

実施し、走力

ステップ・

果として発表

月 12 日・1

考記録会、アス

し、児童生徒

的とした「本

大学・企業

入した用具を

年度に引き

しさや、跳び

向上を図った

組みの成果を

上に資する事

力 ＝ 走るた

ジャンプさ

表する事業と

13 日実施

スリートに

徒に「走る」

本物体験」（

陸上競技部

を使った運動

き続き大縄跳

び方・練習方

た。成果発表

を発表した。

事業 

ための「力」

させながら、

としてスポー

内容は、中

よる走り方

ことの楽し

元オリンピ

部による走り

動を継続的に

跳びを共通の

方法などを学

表の場として

 

を身に付け

走力向上を

ーツ・レクリ

中学生「東京

方教室を実施

しさを感じさ

ピック出場選

り方の指導等

に取り組んだ

の取り組みと

学び、チーム

ては、子ども

けること

をゴール

リエーシ

京駅伝」

施した。）

させる機

選手等に

等）を実

だ。 

とし、外

ムワーク

も達が大



多摩・

 

東村

「スポ

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

村山市 

ポーツの力

種別 スポ

期間 ①平

概要 ス

を！

あい

 

【内

①

ドリ

「あ

②

ラソ

た。 

 

【実

①

 

【参

 

 

 

ポーツ振興

で町に笑顔

ーツを通じ

成 26 年９

ポーツ都市

」を合言葉

スポーツの

容】 

スポーツ教

ブルやシュ

きらめない

アスリート

ン）を招いて

施場所】 

東村山市民

加人数】①

事業助成事

顔を！」プ

じた地域活性

月７日 ②

市宣言をして

に、スポー

の楽しさを味

教室：福田正

ート練習、

いことが一番

講演会：スポ

て「心で走る

民スポーツセ

①337 名 ②

事業 

- 15 -

プロジェクト

性化等に資す

②平成 27 年

ている東村

ツの力・価値

味わうスポー

正博氏（サッ

ミニゲーム

番の才能であ

ポーツの持つ

る～私のマ

センター ②

②120 名

ト 

する事業 

年１月 25 日

山市では、

値を再認識

ーツ教室と講

ッカー）を招

ムなど実施指

ある」などの

つ力や価値

ラソン人生

②東村山市市

  

日 

「スポーツ

してもらう

講演会を開催

招いて、子ど

指導を行なっ

のお話があっ

を考えるた

生～」と題し

市民センター

ツの力で 町

アスリート

催した。 

どもたちを対

った。講師か

った。 

め、瀬古利彦

した講演会を

ー 

町に笑顔

トとふれ

対象に、

からは、

彦氏（マ

を行なっ



多摩・

 

国分

史跡駅

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

分寺市 

駅伝事業 

種別 スポ

期間 平成

概要 市

ス

史跡 

スポ

 

【内

・

・

・

 １

 

【実

都

 

【参

30

 

 

ポーツ振興

ーツを通じ

26 年 12

内在住・在

ポーツを通

武蔵国分寺

ーツ事業と

容】 

小・中学生

小学生（５

中学生（全

チーム７名

施場所】 

立武蔵国分

加者】 

09 名（50

事業助成事

じた地域活性

月６日 

在学の小・中

通じて参加者

寺跡周辺をコ

して地域の

生の部：約 7

、６年生）

全学年）：男子

（監督・競

分寺公園及び

0チーム）

事業 

- 16 -

性化等に資す

中学生を対象

者の体力向上

コースとする

の交流・活性

7.0㎞ （1.4

：男子の部

子の部８チー

競技者５人、

び外周道路

する事業 

象とした駅伝

上を図るとと

ることによ

性化を図った

4㎞×５人

23チーム

ーム・女子の

補欠１人）

伝大会を開催

ともに，国分

り，文化・

た。 

人） 

・女子の部

の部７チー

 

催した。 

分寺市が誇る

歴史とも融

12チーム

ム 

る国指定

融合した

ム 



多摩・

 

国立

くにた

事業種

実施期

事業概

スポー

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

立市 

たちみんな

種別 スポ

期間 平成

概要 子

また

会場

ツに

【内

東

体操

ラン

指導

1 競

た。 

【実

東

【参

16

 

ーツ夢プラ

種別 スポ

期間 平成

概要  子

要性

招い

 

【内

ア

体育

た魔

の苦

留学

講

いる

員た

 

【実

く

 

【参

10

ポーツ振興

のスポーツ

ーツを通じ

27 年 2 月

どもたちに

、市内にある

に当センタ

関する理解

容】 

京女子体育

競技・ハン

ポリン）を

者及び部員

技 1時間程

施場所】 

京女子体育

加者数】 

61 名 

ン 

ポーツを通じ

成 27 年１月

子どもたちに

性を伝えるこ

た講演会を

容】 

アテネオリン

育大学の講師

魔法のことば

苦労や、引退

学についてお

講演の後には

る東京女子体

たちによる実

実施場所】 

にたち市民

参加人数】 

00 名 

事業助成事

ツプラン 

じた地域活性

月 22 日 

にスポーツの

る東京都多

ーの紹介及

解を深めても

育大学の協力

ンドボール・

を大学部活動

員の指導によ

程度の体験を

育大学 体育

じた地域活性

月 24 日 

にスポーツを

ことを目的と

を行なった。

ンピック柔道

師・柔道部監

ば」と題して

退した後のイ

お話いただい

は、氏が監督

体育大学柔道

実技を行なっ

民芸術小ホー

事業 

- 17 -

性化等に資す

の魅力と身体

摩障害者ス

及びパラリン

もらった。

力により、オ

・ト

動の

より

をし

育館 

性化等に資す

を通じた家族

とし、また、

 

道金メダリス

監督の塚田真

て、柔道を始

イギリス

いた。 

督をして

道部の部

った。 

ール 

する事業 

体を動かすこ

スポーツセン

ンピックのコ

オリンピック

する事業 

族や仲間との

武道必修化

ストであり現

真希氏を講師

始めたきっか

ことの楽しさ

ンターと連携

コーナーを設

ク競技の 4

の絆、豊か

化を受け、

現在、国立

師に迎え、「

かけから金

さを知っても

携し、昼食及

設け、障害者

種目（陸上

な人生、体

武道競技の

市にある東

「メダルをも

メダルを取

もらい、

及び休憩

者スポー

上競技・

体力の必

の選手を

東京女子

もたらし

取るまで



多摩・

 

福生

ジュニ

事業種

実施期

事業概

 

島しょスポ

生市 

ニアスポー

種別 継続

期間 平成

概要 基

の他

運動

なス

する

【内

①

まで

内容

バラ

②

分け

活動

ーリ

③

活動

ニス

 

【実

市

 

【参

① 

② 

③ 

ポーツ振興

ツ体験・育

的な子ども

26 年 4 月

礎運動能力

各種スポー

を日常化す

ポーツを体

種目を選ぶ

容】 

キッズ体操

、【４】は４

は、リズム体

ンスボール

夏休み子ど

て実施） 

内容は、リ

ング等。各

チャレンジ

内容は、ス

、ドッジビ

施場所】 

内体育施設

加人数】 

延べ 1,0

延べ  1

延べ   4

 

事業助成事

育成事業 

もの体力・運

月から平成 2

を遊びやレ

ーツなどを通

する子どもを

体験させるこ

ぶことができ

操【３】・【４

４歳～５歳児

体操、フープ

ル等を使用し

も体験塾（対

ズム体操、

各３回 

ジｄｏスポー

トレッチ体

ビー等。年３

設(中央体育館

081 名 

153 名 

412 名 

事業 

- 18 -

運動能力向上

27 年 2 月

レクリレーシ

通じて育成し

を育てること

ことにより、子

きる体験の提

４】・【５】（対

児まで、【５

プ・ボール

した運動。年

対象は小学

身体・体力

ーツ （対象

体操、身体・

３回、各 10

館を中心に屋

 

上に資する事

ション・リズ

し、同時に運

とを目的とし

子どもたち

提供を行った

対象は年少

５】は５歳～

・マット・ト

年３回、各 1

１年生から

測定、ゲー

象は小学１年

体力測定、

0 回 

屋外施設も利

事業 

ズム運動(ヒ

運動やスポー

し事業を実施

が多くの選

た。 

児から【３

～６歳児まで

トランポリン

10 回 

３年生と４

ートボール、

年生～６年生

大縄、ビー

利用し実施)

ップホップ等

ーツが好きに

施した。また

選択肢から将

】は３歳～

で） 

ン・大縄・跳

年生から６

ドッジビー

生） 

ーチボール、

) 

等)・そ

になり、

た、様々

将来運動

～４歳児

跳び箱・

６年生に

ー、カロ

ミニテ



多摩・

 

東大

東大和

事業種

実施期

事業概

 

島しょスポ

大和市 

和市ボウリ

種別 スポ

期間 平成

概要 幅

クリ

会（

 

【内

小

対抗

その

技指

 

【実

東

 

【参

7１

 

ポーツ振興

ング大会

ーツを通じ

26 年８月

広い世代間

エーション

教室）を開

容】 

学校 3 年生

形式により

後の地域活

導を通じ、

施場所】 

大和グラン

加人数】 

１名 

 

事業助成事

（教室） 

じた地域活性

3 日 

間及び地域の

ンの側面があ

開催した。

生以上の市民

競技を実施

活性化のツー

世代間及び

ンドボウル

事業 

- 19 -

性化等に資す

の交流を目的

あるボウリン

民を対象とし

施した。また

ールの一つと

び地域の交流

する事業 

的に、スポー

ング競技を利

し、学年別・

た、ボウリン

となるよう、

流を深めた。

ツといった

利用し、東大

・男女別など

ングに親しん

プロボウラ

 

た競技性の側

大和市ボウリ

どで７部門を

んでもらうこ

ーによる講

側面とレ

リング大

を設け、

ことや、

講義や実



多摩・島しょスポーツ振興事業助成事業 

 

- 20 - 

清瀬市 

小・中学生の競技力向上事業 

事業種別 子どもの競技力の向上に資する事業 

実施期間 平成 27 年 3 月７日 

事業概要 子どもたちの基礎体力向上及び競技力向上、また地域スポーツ活動の推進を

目的に、プレナスなでしこリーグ 1 部に所属する「日テレ・ベレーザ」と同

リーグ 2 部に所属する「スフィーダ世田谷ＦＣ」を講師として招いて、サッ

カー教室を実施した。 

 

【内容】 

①「日テレ・ベレーザ ＶＳ スフィーダ世田谷ＦＣ」親善試合（35分ハー

フ）           

②なでしこリーガーによる清瀬市サッカー教室  

 

【実施場所】 

清瀬市立下宿第三運動公園サッカー場 

 

【参加人数】 

140名 

       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



多摩・

 

東久

子ども

事業種

実施期

事業概

  

島しょスポ

久留米市

もの体力運

種別 継続

期間 平成

概要 体

だを

力の

小学

も見

 

【内

第

第

第

第

第

※

 

【実

東

 

【参

99

ポーツ振興

市 

動能力向上

的な子ども

26 年４月

の正しい使

動かすこと

向上につな

１～４年生

直し、対象

容】 

１回 ジュ

２回 ＴＤ

３回 バレ

４回 バス

５回 なわ

各教室８回

施場所】 

京ドームス

加人数】 

93 名（第１

事業助成事

上事業 

もの体力・運

から平成 2

使い方や、球

との楽しさを

なげることを

生を主な対象

象学年毎に教

ニアアクア

Ｓダンスス

レーボール運

スケットボー

わとび教室①

回開催、①は

スポーツセン

１回～第８回

 

事業 

- 21 -

運動能力向上

27 年 2 月

技を中心と

を体験し、運

を目的とする

象とした。ま

教室を分けて

アフィットネ

スクール    

運動教室①・

ール運動教室

①・②   

は小学校１～

ンター東久留

回合計人数）

上に資する事

とした初心者

運動のきっか

る。過去の実

また、初級編

て実施した。

ネス教室  

         

②    

室①・②  

     

～２年生、②

留米（東久留

） 

事業 

者スポーツ教

かけづくりと

施状況から

と入門編と

 

 

   

   

 

②は小学校３

留米市スポー

教室を実施し

となり、体力

ら効果的と思

という名称に

３～４年生が

ーツセンター

し、から

力運動能

思われる

について

が対象 

ー） 



多摩・

 

武蔵

武蔵村

事業種

実施期

事業概

 

島しょスポ

蔵村山市

村山市少年

種別 スポ

期間 平成

概要 軟

内の

球に

た。 

 

【内

①

少年

②

与田

の技

 

【会

総

   

【参

① 

ポーツ振興

市 

・古希軟式

ーツを通じ

26 年９月

式野球の普

少年野球チ

関連した著

容】 

親善試合 

野球連盟代

技術指導及

剛氏（ＮＨ

術指導及び

場】 

合運動公園

    

加人数】 

40 名 ②

 

事業助成事

式野球チー

じた地域活性

20 日 

普及・発展及

チーム・古希

著名人を招き

代表チーム、

及び講演会

Ｋ野球解説

び講演（質疑

園運動場（第

     

②190 名

事業 

- 22 -

ム親善試合

性化等に資す

及び軟式野球

希軟式野球チ

き、参加者を

古希軟式野

説者・ＷＢＣ

疑応答を含め

第３運動場）

     

     

合事業 

する事業 

球を通じた地

チームによる

を対象とした

野球チームに

日本代表チ

め１時間半程

及び総合体

     

     

地域の親睦・

る親善試合を

た技術指導

による試合 

チームコーチ

程度）を行な

体育館 

     

     

活性化のた

を行った。ま

及び講演会

チ）を招いて

なった。 

     

     

ため、市

また、野

会を行っ

て、野球

    

    



多摩・

 

羽村

小・中

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

村市 

中学生サッ

種別 子ど

期間 平成

概要 普

や「

り、

 

【内

①

②

 ＊

 

【実

羽

 

【参

①

ポーツ振興

カー技術力

もの競技力

成 26 年 11

普段からサッ

「指導」を体

技術力及び

容】 

①サッカー教

②ミニゲーム

小学生と中

実施場所】 

村市富士見

参加人数】 

①199 名 ②

事業助成事

力向上事業

力の向上に資

月 30 日

ッカーに取組

体験させ、サ

び意欲の向上

教室：東京ベ

ム：東京ベル

中学生の部に

見公園グラン

②148 名（

事業 

- 23 -

 

資する事業

組んでいる児

サッカーの素

上を図り、今

ベルディ選手

ルディ対羽村

に分けて実施

ンド 

（小学生の部

児童・生徒を

素晴らしさや

今後のサッカ

手及びコーチ

村市選抜、ミ

施     

部）、51 名

を対象に、一

や楽しさを

カー活動の充

チによる実技

ミックスチー

     

（中学生の部

一流選手の

体感するこ

充実に繋げた

技指導 

ーム対抗戦 

     

部） 

「演技」

ことによ

た。 

   



多摩・

 

あき

著名講

事業

実施

事業

著名講

事業種

実施期

事業概

島しょスポ

きる野市

講師による

業種別 ス

施期間 平

業概要  

た

【

「

ォ

げ

え

学

分

行

指

 

【

 

 

 

講師による

種別 スポ

期間 平成

概要 著

【内

①

パ

手権

本実

氏（

各パ

置い

出な

②

高

た、

レベ

手か

【実

秋

 

ポーツ振興

市 

卓球教室と

スポーツを通

平成 26 年 8

プロ卓球選

た。 

【内容】 

①トークシ

「卓球を華や

ォームにこだ

げたり専属の

えて来たこと

②卓球教室

学年別（小・

分け、全ての

行い、個人の

指導を行った

 

【実施場所・

五日市ファ

82 名 

ソフトテニ

ポーツを通じ

成 27 年１月

著名講師によ

容及び参加

①パネルディ

パネラー 小

権優勝者）、松

実業団選手権

（国体優勝者

パネラーから

て練習に励

などを話され

②初心者テニ

高川氏が中心

サーブやボ

ベルアップす

から受けた。

実施場所・参

秋川体育館 

事業助成事

とトークシ

通じた地域活

8 月 31 日

選手四元奈生

ショー 

やかなイメー

だわり華やか

のメイクさん

とも話され、

室 

中・高・一

参加者とラ

レベルに合

た。 

参加人数】

ァインプラザ

ニス教室と

じた地域活性

月 17 日 

よるソフトテ

加者】 

スカッショ

小野寺剛氏（

松口友也氏

権優勝者）、

者） 

ら、ソフトテ

励んだことや

れた。 

ニス教室 

心となり、技

ボレーなど基

するためのア

 

参加人数】

140 名 

事業 

- 24 -

ョー 

活性化等に資

生美さんによ

ージに」と題

かなイメージ

んを付けたり

参加者の方

一般）に

ラリーを

合わせて

 

ザ 

パネルディ

性化等に資す

テニス教室と

ョン 

（早稲田大学

（全日本社

鹿島鉄平氏

テニスに関す

や、大会での

技を披露した

基本練習を行

アドバイス

資する事業

よる「卓球教

題してトーク

ジにするため

りして、卓球

方に夢と希望

ィスカッシ

する事業 

とパネルディ

学軟式庭球部

社会人選手権

氏（全日本シ

する真剣な取

の思い

た。ま

行い、

を選

教室とトー

クショーが

め、自身の

球のイメー

望を与えた。

ション 

ィスカッショ

部監督）、高

権優勝者）、

シングル優勝

取組みや厳

クショー」

が行われた。

ブランドを

ジを変え魅

。 

ョンを行なっ

高川経生氏（

森田祐哉氏

勝者）、丹治

しい環境に

を行っ

ユニフ

を立ち上

魅力を伝

った。 

（世界選

氏（全日

治奈津子

に自分を



多摩・

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西東

子ども

事業種

実施期

事業概

島しょスポ

京市 

の競技力向

種別 子ども

期間 平成 2

概要 夏休

集中講

 

【内容

①バ

倉石

治大学

ズヘッ

招き、

②バ

小椋

座を開

 

【実施

 西東

 

【参加

① 

ポーツ振興

向上短期集

もの競技力の

26 年８月 2

休み期間を利

講座を開催し

容】 

バスケットボ

石 平氏（早

学バスケッ

ッドコーチ）

短期集中講

バドミントン

椋 久美子氏

開催した。 

施場所】 

東京市総合体

加人数】 

58 名 ②

事業助成事

集中講座 

の向上に資す

25 日から平

利用してト

し、子どもの

ボール 

早稲田大学男

トボール部

）、野寺 和

講座を開催

ン 

氏（北京オリ

体育館 

②72 名 

事業 

- 25 -

する事業 

平成 26 年

ップアスリ

の競技力向上

男女バスケッ

ヘッドコー

和彦氏（玉川

した。 

リンピック

８月 28 日

ートを招き

上を図った

ットボール部

ーチ）、外山

川大学女子バ

ダブルス入

き、各種目４

。 

部総監督）、

英明氏（エ

バスケットボ

入賞者）を招

４日間程度の

塚本 清彦氏

エバラヴィッ

ボール部監督

招き、短期集

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の短期

氏（明

ッキー

督）を

集中講



多摩・

 

日の

多摩・

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

の出町 

・島しょス

種別 スポ

期間 平成

概要 ス

伝え

 

【内

吉

演を

きに

にバ

 

【実

 日

 

【参

 10

 

ポーツ振興

ポーツ振興

ポーツを通じ

成 27 年１月

スポーツの楽

えるため、講

容】 

吉村禎章氏（

をいただき、

に頑張ってほ

バッティング

実施場所】 

の出町やま

参加人数】 

00 名 

 

事業助成事

興事業 元

じた地域活性

月 25 日 

楽しさやスポ

講演会と、終

（元読売巨人

怪我から復

ほしいとのメ

グの指導を行

まびこホール

事業 

- 26 -

プロ野球選

性化等に資す

ポーツを通じ

終了後、実演

人軍外野手）

復帰した際の

メッセージを

行なった。

ル 

選手による

する事業 

じた豊かな人

演・指導など

に「私の野

のエピソード

をいただいた

る講演会 

人生、体力の

どを行った。

野球人生につ

ドや、失敗を

た。その後、

の必要性等に

 

ついて」と題

を恐れず、常

大久野中学

について

題し、講

常に前向

学の生徒

 



多摩・

 

檜原

檜原村

事業種

実施期

事業概

 

島しょスポ

原村 

村スポーツ

種別 スポ

期間 ①平

概要 子

スポ

ツ教

化を

 

【内

①

美葉

とト

②

ーク

 

【実

①

 

【参

①

②

 

ポーツ振興

教室 

ーツを通じ

成 26 年６

ども達や高

ーツを始め

室（①ソフ

図ることを

容】 

高山樹里氏

氏（シドニー

ークショー

岩崎恭子氏

ショーを開

施場所】 

檜原村総合

加人数】 

８名（小学

22 名（小学

 

事業助成事

じた地域活性

月 21 日

高齢化が進む

めるきっかけ

トボール教

を目的とする

氏（シドニー

ーオリンピ

ーを開催。

氏（バルセロ

開催。 

合グラウンド

学生）、９名

学生）、８名

事業 

- 27 -

性化等に資す

む地域住民の

けづくりや技

教室②水泳教

る。 

、アテネオ

ックのメダ

ナオリンピ

ド②檜原小学

（中学生）、

名（中学生）

する事業 

の体力・運動能

技術の向上を

教室）を開催

リンピック

ダル獲得に貢

ピック金メダ

学校プール

47 名（地

、44 名（地

能力の向上

を目指し、著

催し、地域の

クのメダル獲

貢献）による

ダリスト）に

地域住民） 

地域住民）

上、健康増進に

著名人による

の元気を支え

獲得に貢献）

るソフトボー

による水泳教

 

に向け、

るスポー

え、活性

と山田

ール教室

教室とト

②平成 26 年８月２日  



多摩・

 

利島

ジュニ

事業種

実施期

事業概

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

島しょスポ

島村 

ニアサッカ

種別 子ど

期間 平成

概要 子

を招

競技

向上

 

【内

①

導者

②

経験

③

新島

回（

 

【実

利

 

【参

①

②

 

ポーツ振興

ー育成事業

もの競技力

27 年 1 月

どものサッ

聘したサッ

力向上を図

や、地域の

容】 

Ｊリーグ所

への指導方

日テレベレ

を披露した

子どもたち

、式根島、神

神津島で開

施場所】 

島小中学校

加人数】 

307 名（５

150 名（観

事業助成事

業 

の向上に資

月 24 日、2

カー（フッ

カー教室の

図った。併せ

の活性化を図

所属のジュニ

方法等の指導

レーザの有吉

た。 

ちの競い合い

神津島）を

開催）のみと

校校庭 

５回分、保護

観覧者を含む

事業 

- 28 -

資する事業

25 日 

トサル）の

の開催や、島

て、保護者や

図った。 

ニアコーチを

導を行なった

吉佐織選手と

いや交流の場

開催。年３

となった。

護者等を含む

む） 

競技力向上

島しょのジュ

や地域住民

を招いて、子

た。（５回）

と原 菜摘子

場として、フ

回を予定し

む） 

上のため、コ

ュニアサッカ

にも参加し

子どもへの直

子選手を招い

ファイブリー

していたが、

ーチやトッ

カー大会を開

してもらい指

直接指導のほ

いて、間近で

ーグ（大島、

天候不良に

ップ選手

開催し、

指導力の

ほか、指

で技術と

利島、

により１



多摩・

 

新島

子ども

事業

実施

事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

島村 

もの競技力

種別 子

施期間 ①

概要 
ー

た

目

【

紀

ス

た

の

 

【

 

 

【

ポーツ振興

向上スポー

どもの競技

平成 26 年

当事業は、

ル②野球）

だき、フィー

的とする。

内容】 

①岩本洋氏

子氏、永富

などの基礎

②公益財団

だけたため

指導者も指

実施場所】

①新島小学

②新島いき

参加人数】

①延べ 40

事業助成事

ーツ教室事

技力の向上に

年５月 17、

技術及び経

を招聘し、新

ールドプレイ

 

氏（元アトラ

有紀氏、多

礎練習や、試

団法人全国野

め、専門指導

指導方法につ

 

学校 

きいき広場

 

名②延べ 3

事業 

- 29 -

業 

に資する事業

18 日 ②平

経験・実績を

新島の子ど

イヤーとして

ランタビーチ

治見麻子氏

試合形式の実

野球振興会よ

導を行なった

ついて学べた

30 名 

業 

26 年 1

持ち合わせ

も達に基礎

ての技術及

チバレー女子

氏（オリンピ

実践練習、ス

より、５名の

た。また講師

た。 

1 月８、９

せたプロの指

礎的な練習、

びメンタル

子監督）、丸

ピックメダリ

ストレッチ指

ポジション

師との練習試

日 

指導者（①バ

技術を指導

ルを向上させ

丸山由美氏、

リスト）によ

指導を行なっ

ン別の講師に

試合も開催し

バレーボ

導してい

せる事を

高橋有

より、パ

った。 

に来てい

し、村内

成



多摩・

 

神津

島しょ

事業

実施

事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

津島村 

ょサッカー

種別 ス

施期間 平

概要 

能

島

 

【

 

 

 

【

 

 

【

13

 

ポーツ振興

大会地域活

ポーツを通

成 26 年７

伊豆諸島の

な小学生を

しょ地域の

内容】 

６チーム（

学年別合同

実施場所】

神津島村 

参加人数】

５島の小学

3 名・神津島

 

事業助成事

活性化事業

通じた地域活

月 20 日

の北部地域（

を対象に事業

の振興を深め

（神津島２チ

同練習及びＰ

 

金長運動公

 

学生（大島町

島村 55 名

事業 
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活性化等に資

（大島・利島

業を行い、合

めると共にス

チーム）での

ＰＫ合戦等の

公園 

町 20 名・

計 137 名

資する事業

島・新島・式

合同での練習

スポーツを通

のリーグ戦全

のレクリエー

利島村 25

名）及び監督

式根島・神津

習やミニサッ

通じた地域活

全 15試合 

ーション 

名・新島村

督、コーチ

津島）の男女

ッカー大会を

活性化を図っ

村 24 名・式

等 

女参加可

を行い、

った。 

式根島村



多摩・

 

御蔵

御蔵島

事業

実施

事業

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

島しょスポ

蔵島村 

島村民スポ

種別 ス

施期間 ①

概要 
ち

の

【

手

「

 

ー

い

開

【

 

 

【

ポーツ振興

ーツ教室 

ポーツを通

平成 26 年

離島では触

、スポーツ

方々が「夢を

 

内容】 

①水泳教室

石黒由美子

）を招き、正

夢をあきら

②バレーボ

大山加奈氏

で活躍して

ただき、そ

催した。 

 

実施場所】

①御蔵島小

②御蔵島小

参加人数】

①約 60 名

事業助成事

通じた地域活

年８月 30 日

触れることの

を続けるこ

をもって生き

室 

子氏（シンク

正しいフォー

らめない」を

ボール教室

氏（アテネオ

ている大山未

その後、「夢を

 

 

小中学校屋内

小中学校校体

 

名（村民の１

事業 

- 31 -

活性化等に資

日

のできないト

ことへの意欲

きていくこと

クロナイズド

ームを作るこ

をテーマとし

オリンピック

未希氏を招き

をかなえるた

内プール及び

体育館 

／５相当）

資する事業

トップアスリ

欲・希望・夢

と」の大切さ

ドスイミング

ことを主眼に

した講演会を

ク日本代表）

き、サーブ、

ための生き

び体育館 

②約 80 名

リートに直

夢を村民に感

さを再度認識

グ 北京オ

に水泳教室

を開催した。

とその妹で

レシーブな

方」をテー

名（村民の１

接触れる機

感じてもらい

識する機会と

リンピック

を実施し、そ

 

であり、ビー

などの技術を

ーマとした講

１／４相当）

機会を持

い、地域

とした。

ク代表選

その後、

ーチバレ

を教えて

講演会を

） 

②平成 27 年１月 17 日 



多摩・

 

青ヶ

青ヶ島

事業種

実施期

事業概

体と心

事業種

実施期

事業概

島しょスポ

ヶ島村 

島サッカー

種別 スポ

期間 平成

概要 普

とで

こと

【内

 遊

やチ

かし

 

【実

 青

 

【参

 49

心ほぐし教

種別 スポ

期間 平成

概要 村

いが

ッチ

 

【内

 全

は腰

肉の

 

【実

青

 

【参

 51

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポーツ振興

クリニック

ーツを通じ

27 年１月

段触れるこ

、スポーツの

で、一緒に

容】 

びながら、

ームワーク

たゲームを

施場所】 

ヶ島小中学

加人数】 

9 名（昼の部

室 

ポーツを通じ

成 26 年 10

村民は日頃よ

が、運動前後

チ等を学び、

容】 

全３回で行い

腰や膝に負担

のほぐし方等

実施場所】 

青ヶ島小中学

参加人数】 

1 名（３日間

事業助成事

ク 

じた地域活性

31 日 

ことのできな

の楽しさを

にプレーを楽

ボールコン

クを学び、こ

を行なった。

学校校庭・体

部、夜の部合

じた地域活性

月 平成

より、スポー

後の体のケア

体のケア、

い、１回目は

担のかからな

等を学んだ。

学校 体育館

間延べ） 

事業 

- 32 -

性化等に資す

ないプロの動

知る。また

楽しみ、世代

ントロール

これらを活

 

体育館 

合計人数）

性化等に資す

27 年２月

ーツはもとよ

アができてい

体づくりに

は、ペアで筋

ない姿勢のセ

 

館 

する事業 

動きを見たり

、子どもか

代間交流を図

する事業 

より、畑仕事

いるとは言い

に活かした。

筋肉をほぐす

セルフチェッ

り、指導を受

ら大人まで

図り地域の活

事などで体

い難いため

 

す運動やマ

ック等、３

受け、自らも

でを参加対象

活性化につな

を動かす機

、専門家に

ッサージ、

回目は運動

も動くこ

象とする

なげた。

機会が多

にストレ

２回目

動後の筋

から



多摩・

 

レイメ

事業種

実施期

事業概

 

 

丸山 

事業種

実施期

事業概

 

 

島しょスポ

メイキング

種別 スポ

期間 平成

概要 八

レイ

 

【内

①

活性

コミ

つく

②

初心

し、

を実

 

【実

 老

 

【参

①

②

   

 

 

秋のウォ

種別 スポ

期間 平成

概要 池

 

【内

５

なっ

拾い

様々

間交

【実

 丸

場）

【参

 23

 

 

ポーツ振興

・フラダン

ポーツを通じ

成 26 年 12

八丈島のフラ

メイキング

容】 

①レイメイキ

性への貢献と

ミュニケーシ

ることがで

②フラダンス

心者・子ども

（夜の部）で

実施した。 

実施場所】 

老人福祉館 

参加人数】 

①５名（小中

②昼の部 ５

夜の部 ３

ーキング大

ポーツを通じ

成 26 年 11

池の沢地区を

容】 

つのグルー

た。ウォー

を実施した

な道を通る

交流の場とな

実施場所】 

丸山（池の沢

 

参加人数】 

3 名（大人

事業助成事

ンス教室 

じた地域活性

月と平成 2

ラダンス活動

グ・フラダン

キング教室で

となり、また

ションのき

できた。 

ス教室（昼の

も向けの教室

では大人向

中学生）、6 名

５名（小中学

３名（小中学

大会 

じた地域活性

月 23 日

をウォーキン

ープにわかれ

ーキングと共

たことで、池

る意欲付けに

なった。 

沢ふれあいサ

13 名、小

事業 

- 33 -

性化等に資す

27 年 2 月

動団体「コウ

ンス教室を開

では青ヶ島産

た世代間の

っかけを

の部）では

室を実施

けの教室

名（大人）

学生）、６名

学生）、１４名

性化等に資す

ングしながら

れ、周遊を行

共に、空き缶

池の沢地区の

になり、世代

サウナ駐車

人８名、高

する事業 

ウ・リマ・ナ

開催した。

産のティーリ

（大人） 

名（大人）

する事業 

ら、空き缶拾

行

缶

の

代

車

高齢者２名）

ナニ・エ」よ

リーフを使

 

拾いを実施し

 

より講師を招

用すること

した。 

招き、 

とで地域
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資料１ 多摩・島しょスポーツ振興事業助成金交付要綱 

多摩・島しょスポーツ振興事業助成金交付要綱 

（総則） 

第１条 この要綱は、東京都市長会（以下「市長会」という。）及び東京都町村会（以下「町村会」

という。）が多摩・島しょ地域の市町村（以下「市町村」という。）に対して、多摩・島しょスポ

ーツ振興事業助成金（以下「助成金」という。）を交付することに関して、必要な事項を定めるも

のとする。 

（目的） 

第２条 助成金は、市町村が実施するスポーツの振興に資する事業（以下「スポーツ振興事業」と

いう。）を支援することにより、多摩・島しょ地域の子どもの体力・運動能力の向上や住民の健康

の増進及びスポーツ人口の拡大を図り、ひいては多摩・島しょ地域のまちの活性化及び魅力を高

めることを目的とする。 

（事務の委任） 

第３条 町村会は、本要綱に係る事務の執行については、市長会に委任する。 

（助成対象者） 

第４条 助成対象者は、市町村とする。 

２ 助成金の申請者は、市町村長（以下「申請者」という。）とする。 

（助成期間） 

（助成対象事業） 

第６条 助成対象事業は、次の各号の一に該当し、前条に規定する助成期間内において新たに実施

する事業のうち、市長会会長（以下「会長」という。）が必要と認める事業とする。 

（１）継続的に実施することにより子どもの体力・運動能力向上に資する事業 

（２）子どもの競技力の向上に資する事業 

（３）スポーツを通じた地域活性化等に資する事業 

２ 公益財団法人東京市町村自治調査会（以下「調査会」という。）の多摩・島しょスポーツ振興事

業助成金交付要綱（平成２４年４月１日施行）に基づき、平成２４年度に助成金の交付を受けた

事業については、前項の規定において助成期間内において新たに実施する事業とみなす。 

（助成対象経費及び助成金の額） 

第７条 助成対象経費は、助成対象事業に要する経費（施設整備等に係る経費、備品購入費（前条

第１号に規定する事業において、子どもの体力・運動能力向上のために会長が必要と認めた器具

の購入費は除く。）及び市町村の職員人件費を除く。以下同じ。）から、当該事業の実施に伴う収

入額を控除して得た経費とする。 

２ 助成金の額は、助成対象経費の１０分の１０とし、その上限は、一市町村につき年間２００万

円とする。 

 

第５条 本要綱における助成は、平成２５年度から平成２５年度までの間とする。 
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（交付申請） 

第８条 助成金の交付を受けようとする申請者は、多摩・島しょスポーツ振興事業助成金交付申請

書（様式１）に多摩・島しょスポーツ振興事業助成金事業計画書総括表（様式２）、多摩・島しょ

スポーツ振興事業助成金事業計画書（様式３）及びその他会長が必要と認める書類を添付し、毎

年度、別に定める日までに会長に提出しなければならない。 

（交付決定及び通知） 

第９条 会長は、前条の規定による交付申請があったときは、別に定める市町村共同事業助成金審

査会の審査に付したうえで、助成金交付の可否を決定する。 

２ 会長は、前項の規定による決定をしたときは、速やかに申請者に対し、多摩・島しょスポーツ

振興事業助成金交付・不交付決定通知書（様式４）により通知する。 

（助成事業の遂行） 

第１０条 前条第２項の規定により交付の決定を受けた申請者は、第８条の規定により提出した事

業計画（以下「事業計画」という。）に従い、事業を適正に遂行しなければならない。なお、事業

計画の主要部分についての変更は、認めないものとする。 

（助成事業の変更） 

第１１条 第９条第２項の規定により交付の決定を受けた申請者は、通知された助成金交付決定総

額の範囲内で主要部分以外の事業内容に変更（各事業において交付決定額の３０％以内の額の変

更を除く）の必要が生じたときは、多摩・島しょスポーツ振興事業助成金変更交付申請書（様式

５）に多摩・島しょスポーツ振興事業助成金事業変更計画書総括表（様式６）、多摩・島しょスポ

ーツ振興事業助成金事業計画書（様式３）及びその他会長が必要と認める書類を添付し、会長に

提出しなければならない。 

２ 会長は、前項の規定による変更交付申請があったときは、その内容を審査し、変更交付の可否

を決定する。 

３ 会長は、前項の規定による決定をしたときは、速やかに変更交付申請者に対し、多摩・島しょ

スポーツ振興事業助成金変更交付・不交付決定通知書（様式７）により通知する。 

４ 前項の規定により変更交付の決定を受けた申請者は、第１項の規定により提出した変更後の事

業計画に従い、事業を適正に遂行しなければならない。 

（申請の取下げ） 

第１２条 第９条第２項の規定による交付決定又は前条第３項の規定による変更交付決定を受けた

申請者（以下「被交付決定者」という。）は、助成金の申請を取り下げるときは、多摩・島しょス

ポーツ振興事業助成金取下申請書（様式８）を会長に提出し、その承認を受けなければならない。

２ 会長は、前項の規定による申請を受理したときは、速やかに被交付決定者に対し、多摩・島し

ょスポーツ振興事業助成金取下承認通知書（様式９）により通知する。 

（軽微な変更の届出） 

第１３条 第１１条第１項の規定にかかわらず、被交付決定者は、事業名称の一部修正など、軽微

な変更の必要が生じたときは、速やかに書面により会長に届け出なければならない。 

（実績報告） 

第１４条 被交付決定者は、多摩・島しょスポーツ振興事業助成金実績報告書（様式１０）に多摩・
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島しょスポーツ振興事業助成金事業実績調書総括表（様式１１）、多摩・島しょスポーツ振興事業

助成金事業実績調書（様式１２）、領収書等助成対象経費の支出を証明する書類の写し及びその他

会長が必要と認める書類を添付し、別に定める日までに会長に提出しなければならない。 

（助成金の額の確定） 

第１５条 会長は、前条の規定による報告を受けたときは、その内容の審査を行い、助成金の額を

確定し、多摩・島しょスポーツ振興事業助成金確定通知書（様式１３）により被交付決定者に通

知する。 

（助成金の請求及び交付） 

第１６条 被交付決定者は、前条の規定により助成金の額が確定した後に、多摩・島しょスポーツ

振興事業助成金請求書（様式１４）（以下「請求書」という。）を別に定める日までに会長に提出

しなければならない。 

２ 会長は、前項の規定により請求書が提出されたときは、速やかに助成金を交付する。 

（助成金の管理執行） 

第１７条 助成金の交付を受けた被交付決定者は、当該市町村の事務に準じて、適正に助成金を管

理執行しなければならない。 

（交付決定の取り消し） 

第１８条 会長は、被交付決定者が次の各号の一に該当した場合は、助成金の交付決定の全部又は

一部を取り消すことができる。 

（１）虚偽その他不正な手段により助成金の交付決定を受けたとき 

（２）事業の実施に際して、法令に違反したとき 

（３）本要綱又は交付決定に付した条件に違反したとき 

２ 前項の規定は、交付すべき助成金の額の確定があった後においても適用する。 

３ 助成金の交付を受けた被交付決定者は、助成金の交付決定が取り消された場合は、当該取り消

しに係る部分の助成金を速やかに会長に返還しなければならない。 

（事務の所管） 

第１９条 この要綱に基づく事務は、市長会事務局企画政策室が所管する。 

（事業への協力） 

第２０条 町村会及び調査会は、市長会から事務の執行に際し、協力の依頼が有った場合は、協力

するものとする。 

（補則） 

第２１条 この要綱に定めるもののほか、助成金の交付について必要な事項は、会長が別に定める。

 

附 則 

し、第１８条の規定は、失効後においてもその効力を有する。 

 

  

この要綱は、平成２５年４月１日から施行し、平成２７年３月３１日限りにその効力を失う。但
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資料２ 市町村共同事業助成金審査会設置及び運営要綱 

市町村共同事業助成金審査会設置及び運営要綱 

（設置） 

第１条 東京都市長会（以下「市長会」という。）及び東京都町村会（以下「町村会」という。）は、

市長会及び町村会が多摩・島しょ地域の魅力を高めるために実施する助成金の交付にあたり、そ

の適否を審査させるため、市町村共同事業助成金審査会（以下「審査会」という。）を設置する。

（事務の委任） 

第２条 町村会は、本要綱に係る事務の執行について、市長会に委任する。 

（所掌事務） 

第３条 審査会は、市長会会長の求めに応じて対象事業の内容を審査し、助成金申請者に対し必要

に応じて事業実施に係る助言を行うとともに、市長会会長に助成金交付の適否について報告する。

（組織） 

第４条  審査会は、市長会会長を除く次に掲げる６名の委員をもって組織する。 

（１）市長会の代表２名 

（２）町村会の代表１名 

（３）学識経験者１名 

（４）市長会事務局長 

（５）町村会事務局長 

２ 委員は、市長会会長が委嘱する。 

３ 委員の任期は、委嘱の日から２年とし、再任を妨げない。 

４ 補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

（審査会の会長等） 

第５条  審査会に、会長及び副会長を置く。 

２  会長は、委員の互選による。 

３  副会長は、会長が指名する。 

４ 会長は審査会を代表し、会務を総括する。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。

（会議） 

第６条 会長は、必要に応じて審査会を招集する。 

２ 審査会は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 審査会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、適否同数のときは、会長の決するところに

よる。 

４ 会長は、必要があると認めるときは、審査会に委員以外の者の出席を求め、意見を聞くことが

できる。 

（委員報酬等） 

第７条 第４条第１項第３号に規定する委員については、東京都市長会附属協議会に対する補助金
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交付要綱（平成１１年４月１日施行）第３条第３号の基準に準じて報酬等を支給する。 

（庶務） 

第８条 審査会の庶務は、市長会事務局企画政策室において処理する。 

（事業への協力） 

第９条 町村会及び公益財団法人東京市町村自治調査会（以下「調査会」という。）は、市長会か

ら事務の執行に際し協力の依頼が有った場合は、協力するものとする。 

（補則） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、審査会に関し必要な事項は、市長会会長が別に定める。

 

附 則 

２ この要綱の施行の際に、調査会の市町村共同事業助成金審査会設置及び運営要綱（平成２２年

４月１日施行）第３条第２項の規定により、委員に委嘱されている者については、第４条第２項

の規定に係らず、委員に委嘱したものとみなす。この場合の委員の任期は、第４条第３項の規定

に係らず、平成２６年４月３０日までとする。 

 

 

  

１ この要綱は、平成２５年４月１日から施行する。
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資料３ 市町村共同事業助成金審査会 委員名簿 

平成 26年度市町村共同事業助成金審査会 委員名簿 

            
平成 26 年４月 1日現在 

（敬称略） 

 

 

選出区分 氏  名 所属・役職 任 期 

東京都市長会 

（要綱第４条第１項第１号） 

稲葉
いなば

 孝彦
たかひこ

 小金井市長 
平成 25年８月 26日～ 

平成 26 年４月 30 日 

石阪
いしざか

 丈 一
じょういち

 町田市長 

平成 24 年５月１日～ 

平成 26 年４月 30 日 

東京都町村会 

（同項第２号） 
坂本
さかもと

 義
よし

次
じ

 檜原村長 

学識経験者 

（同項第３号） 
炭谷
すみたに

 晃男
あきお

 
大妻女子大学 

社会情報学部教授 

東京都市長会事務局長 

（同項第４号） 
石井
いしい

 恒利
つねとし

 
東京都市長会 

事務局長 

東京都町村会事務局長 

（同項第５号） 
名倉
なぐら

 衡
ひとし

 
東京都町村会 

事務局長 
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